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Abstract: Kanao Sakamoto devises "Circular Building" from the rational viewpoint. He make a study of "Circular Building" and 

made some design of  Circular Buildings.  Kanao Sakamoto was published  [Circular Building:The work of Kanao Sakamoto］ aim at 

emphasizing for architectural world, sweeping away criticize for "Circular Building", elucidating potential of "Circular Building" by 

explicating rationality of "Circular Building"

1. はじめに

　建築家・坂本鹿名夫 (1911-87) は合理的な観点か

ら「円形建築」*1 への着想へと至り、自らその研究に

努めると共に多くの円形建築作品を残した建築家であ

る。坂本は「建物は再び、必然的に円形乃至球形に近

づきつつある」*2 と述べ、将来的に円形建築が主流に

なると考え、自ら考案した「円形建築」の普及を建築

家としての活動の目的のひとつとしていた。1959 年

に発行された『円形建築』は坂本鹿名夫作品集として

坂本の思想と共に「円形建築」の合理性を示し、坂本

が手がけた建築作品の紹介が行われている。坂本はメ

ディア上において作品の掲載と共に論考を掲載してい

るが、自らの設計思想を論じたもの、多様な円形建築

が紹介したものとしては唯一のものであった。

2. 研究目的・方法

　本稿は「円形建築」に関する記事を中心とし坂本鹿

名夫の作品集である『円形建築』における坂本鹿名夫

の設計理念とその建築メディアにおける評価を行うこ

と目的としている。坂本に関する記事の調査に辺り、

『円形建築』に掲載された参考図書、作品集の発行さ

れた前後 10 年間である 1950 〜 1970 年の間の『新建

築』、『建築文化』、『国際建築』、『建築界』、『近代建築』、

『建築技術』、『建築雑誌』、1956 〜 1961 年の間の雑誌

『朗』、聞蔵 II を用いて朝日新聞における「円形校舎」

というキーワード検索、国立国会図書館サーチにおけ

る「坂本鹿名夫」というキーワード検索を用いて坂本

に関する記事を表１にまとめる。

3.『円形建築』

3-1.「円形建築」に関する詳細な資料

　『円形建築』の特徴はなにより作品の紹介に加え、

構造、設備概要、資材表・人工・職工総出面表などの

工事概要、積算資料など円形建築の工事に関する詳細

な資料を掲載していることである。「円形建築」は坂

本の本旨とは異なった奇をてらった建築という評価を

受け、坂本自身、その評価を否定している。坂本はメ

ディア上における円形の是非、特許の問題といった「円

形建築」批判への応答及び正当的評価を目的として「円

形建築」に関する詳細な資料掲載していた。

3-2. 多様な円形建築の紹介

　作品集が発行された 1959 年にはメディアの注目は

円形校舎から円形病院、円形住宅、円形講堂といった

円形建築へと移り始めていた。坂本は作品集において

円形校舎の紹介と共に多様な用途への円形建築の紹介

に多くの頁を割き、円形建築の可能性の提示を行い、

「円形建築」の普及を目的としていた。

3-3. 建築界への主張

坂本の建築界に対する思想として 1955 年に「建築家

はもっと自己をみつめて独創的になって頂きたい」*3

と主張をしているものの、直接的な批判を行うような

言説は行っていない。一方、作品集の序文において坂

本は当時の建築界に対し「余りにも一人の偉大なる天

才 -コルビジェ氏 -の影響を受け過ぎ、無批判に、未

消化のまま、自己作品の上に粉飾に借色すると云った

傾向が多い」*4 という批判を述べ、建築家は「もっと

真随を把え、精神をこそ汲み取るべき」*5 と主張して

いた。坂本は作品集において初めて建築界に対する批

判を述べ、自らの純粋機能主義という独自の設計思想

を元にした合理的見地によって考案された「円形建築」

の紹介を行った。坂本は作品集を通し、初めて建築界

に対する批判を述べ、「円形建築」の合理性を示すと

共に自らの主張を行うことを目的のひとつとしていた

と考えられる。

3-4. 純粋機能主義と「円形建築」

　坂本は「建築は人の一生を入れる容器である」*6 で

１：日大理工・院・建築，２：日大理工・教員・建築

平成 25年度　日本大学理工学部　学術講演会論文集

 573

I-22



表１　メディア上における坂本に関する記事

あるとし建築は個人ものではなく「神に属するもの

である」*7 という考えをもっていた。その器は人の

生活を許容すべく機能的であり、美や形に捕われる

ことなく純粋であるべきとし、この思想を「純粋機

能主義」と呼んでいた。作品集の序文に「特に最近

では、円形に限らず、却って在来の角形のものが多

い位」と述べているように、坂本自身、円形建築の

絶対的な優位性は否定していた。坂本にとっては純

粋機能主義に基づいて造られる建築が理想であり、

その到達点のひとつとして「円形建築」は考案され

たものであった。

4. メディア上に掲載された記事にみる推移

　「円形建築」に関する記事が初めてメディア上に現

れたのは、雑誌『国際建築』に 1953 年 8 月に掲載さ

れた「円筒形の高等学校：金城高等学校」という円

形校舎に関する記事であった。当時としては物珍し

い建築であった円形校舎はたちまち多くのメディア

で取り扱われるようになり、国際建築、建築界、近

代建築、新建築、建築文化といった当時においては

主要な建築雑誌で掲載されるようになる。その取り

あげ方もまだ生まれたばかりであった円形校舎に対

しては懐疑的な扱いであった。1955 年以降になると

円形校舎に関する批判記事が増え、主に円形病院、

円形住宅、円形講堂といった円形建築に関する記事

が増加していく。円形校舎への批判は採光・通風、

扇形教室といった円形校舎の利点として坂本が提示

していたもの、及び円形校舎の特許に関するもので

あった。『円形建築』発行後である 1960 年代に入る

と坂本の関連する相対的な記事の数が減り、円形校舎

に関する記事はなくなる。このときには円形校舎は「戦

後注目を集めて、流行ブームに乗った」*8 建築との評

価がなされていた。1962 年には『建築界』においては、

まるい建築という特集が組まれ、その背景として「円

い建築ということを考えましたのは、最近、( 中略 )

目立って円というのが出て来る」*9 ということが述

べられている。

5. まとめ

　『円形建築』は坂本が独立して５年のひとつの集大

成として発行された。当時のメディアにおける評価

に対し、「円形建築」の合理性を説くことによる建築

界への主張、円形建築への批判の払拭、円形建築の

可能性の提示することを目的としていた。『円形建築』

出版以降、日本において円形建築は増加の一途をたど

る。*10 その背景として、1950年代に大きく建築メディ

アに取りあげられたこと、多くの建築家が坂本の「円

形建築」を模倣した円形建築の設計を行っていたこ

と *11 から、『円形建築』は日本における円形建築の

普及に一端をなしていたと考えられる。

註釈
*1: 一般的な円形の形をもつ円形建築との差別化を目的とし、坂本
によって考案された円形建築を「円形建築」と表記を行う。*2:「円
形建築の設計に就いて」/ 建築総合計画研究所 /『円形建築：坂本
鹿名夫作品集』/1959.10 *3:『小住宅デザイン集』/ 日本電建出版
/1955 *4: 建築総合計画研究所 :op.cit,,1959.10. *5: 建築総合計画
研究所 :op.cit,,1959.10. *6:『建築総合計画研究所 :op.cit,,1959.10. 
*7: 建築総合計画研究所 :op.cit,5,1959.10. *8: 柳瀬 駿 /「まるい建
築の設備の問題点」/『建築界』 /1962.10.7  *9: 池辺 陽 /「座談会 ( 円
の現代的背景」/『建築界』 /1962.10.7 *10: 坂本 一成 , 塚本 由晴 
, 佐倉 裕之 , 寺内 美紀子 , 奥山 信一 /「円形平面をもつ建築の構成
と機能に関する研究」/1993-07-25 *11: 円形校舎は関沢勝一によ
る試案やフランスにおける実例 (『建築文化』106 号 /1955.9. より )
をはじめとする坂本以外の設計で 10 棟以上行われていること、ま
た高層円形校舎として有名な文化服装学院が坂本のアドバイスが
入っていること、大成建設の西熱海ホテルが坂本の生駒山のホテ
ルの計画案を模倣したものなど、当時、坂本の「円形建築」に影
響を受けた建築家は多かったと考えられる。
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